
平成28年4月吉日

国際空手道連盟極真会館安斎道場

大会実行委員長　　安斎　正明

第29回極真空手道選手権福島県大会

開催のお知らせ

関係各位

謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

昨年は皆様のご支援ご協力により第28回極真空手道選手権福島県大会を無事開催することができ

ましたことを深く感謝申し上げます。

このたび、第29回極真空手道選手権福島県大会（第8回全日本空手道選手大会組手の部選抜）

を下記日程にて開催する運びとなりました。この大会でのベスト4は第8回全日本空手道選手権

大会の出場権を獲得することができます。

つきましては申込み期日までに出場申込書と参加費を大会事務局にご提出下さいます様ご案内

申し上げます。

第29回極真空手道選手権福島県大会
（第8回全日本空手道選手権大会組手の部選抜）

開催日

会　場

参加費

申込締切

問い合わせ先

平成28年7月3日（日）

猪苗代総合体育館（メインアリサ）

福島県耶麻郡猪苗代町字鶴田141・2　　TELO242・72・1534

7，000円

平成28年5月21日（土）大会事務局必着厳守

極真会館安斎道場〒963－8006福島県郡山市赤木2－17

TELO90・7937－0530　RAⅩ024・922・6414

事務局：白土　洋子090・7325・9483

ⅥanZ由dojo＠卯胴乱com



第29回極真空手道選手権福島県大会　出場選手募集案内

1．開催日

2．選手受付

3．会場

4．試合ルール

（第8回全日本空手道選手権大会組手の部選抜）

平成28年7月3日（日）

午前9時（団体受付ではありません、個々に受付を行ってください。）開会式　午前10時

猪苗代総合体育館（メイン卵－ナ）福島県耶麻郡猪苗代町字鶴田141・2　　TEIカ242・72・1534

国際空手道連盟ルール

5．出場階級

①也盟　②小学1年　③小学2年　④小学3年　⑤小学4年女子　⑥小学4年男子

⑦小学5年女子細kg未満　⑧小学5年女子38kg以上　⑨小学5年男子詣kg未満　⑩小学5年男子謂kg以上

⑪小学6年女子亜kg未満　⑫小学6年女子亜kg以上　⑬小学6年男子亜kg未満　⑭小学6年男子亜kg以上

⑮中学1年女子47kg未満　⑯中学1年女子47kg以上　⑰中学2・3年女子52kg未満⑩中学2・3年女子52kg以上

⑬中学1年男子別kg未満　⑳中学1年男子紬kg以上⑳中学2・3年男子55kg未満　⑳中学2・3年男子55kg以上

⑳高校1年男子6馳g未満　⑳高校1年男子6（敗g以上　⑳高校2・3年男子鮎kg未満　⑳高校2・3男子防kg以上

⑳一般女子　⑳一般男子新人戦（高校生以上5級まで）⑳マスターズ（亜歳以上男子）　⑳一般男子

（－は全日本選抜対象外）

※全日本選抜対象階級は各階級上位4名が全日本出場権を獲得できます。

※定員に満たない階級があった場合、大会結果を考慮し、大会事務局が推薦者を決定致します。

6．申込方法　　以下①～②を現金書留にて大会事務局宛に郵送願います。

7．申込締切

8．注意事項

9．主催

10．大会事務局

①出場申込書（別紙所定用紙）　②参加費　7，000円（軽食・記念品含む）

室底地邑⊥
①書類不備の場合、無効とさせて頂きます。（写真は1枚で結構です）

※一旦納入した参加費はいかなる理由でも返金は致しません。

②体重別階級の重量級以外は当日受付終了後計量を行います。主催者が準備する体重計で

空手衣を着用し、規定体重の2kgオーバーまで認めます。2kg以上の超過は失格とし

ます。成長期の選手は体重オーバーにならないよう、階級選択を慎重に行ってください。

③競技中の事故については、応急処置を行いますが、以後の責任は負いませんので、

スポーツ保険等に必ず加入のこと。また健康保険証を持参ください。

④選手、付添、応援の方は大会スタッフの指示に必ず従ってください。

⑤選手・セコンドのコートの入退場時の挨拶の徹底。粗暴な態度や空手家として礼節を

欠く行為があった場合失格とします。

⑥セコンドは1選手2名以内とし、道場のユニホーム又は公式戦に相応しい服装（選手は

空手着可）とします。

⑦会場内の飲食は禁止です。（飲食はlFロビーのみ可能です。）

⑧審判・試合準備選手・セコンド・スタッフ以外はlF体育館フェンス内側に入場すること

は出来ません。応援はlFフェンス外側　2F観客席から応援してください。

⑨判定に対する抗議は一切静めません。

国際空手道連盟極真会館　安斎道場

極真会館　安斎道場　〒963・8006福島県郡山市赤木町2・17

TEu）90・7937・0503　FAXO24・922・6414　　V．anzaidojo＠gmail．com



第29回　極真空手道選手権　福島県大会
（第8回全日本空手道選手権大会組手の部選抜）

出　場　申　込　書

大会実行委員長殿

平成　　　年　　月　　日

私嵩、下記の通り相違なく本大会のルールに従い正々堂々と競い合う事をここに誓います。

又、本大会中における負傷・事故につきましては、主催者側にその責任は問いません。

写　真
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① 勉 盟　 ② 小 学 1 年　 ③ 小 学 2 年　 ④ 小 学 3 年　 ⑤ 小 学 4 年 女 子　 ⑥ 小 学 4 年 男子

⑦ ′ト学 5 年 女 子 3 8 k g 未 満　 ⑧ 小 学 5 年 女子 3 8 k g 以 上　 ⑨ 小 学 5 年 男 子 3 8 k g 未 満

⑳ 小 学 5 年 男 子 3 8 k g 以 上　 ⑪ 小 学 6 年 女 子 4 3 k g 未 満　 ⑫ 小 学 6 年 女 子 4 3 k g 以 上

壷 ⑬ 小 学 6 年 男 子 4 3 k g 未 満　 ⑭ 小 学 6 年 男子 4 3 k g 以 上　 ⑬ 中学 1 年 女 子 4 7k g 未 満

率 ⑩ 中学 1 年 女 子 4 7 k g 以 上　 ⑰ 中 学 2 ・3 年 女 子 5 2k g 未満　 ⑩ 中 学 2 ・3 年 女 子 5 2k g 以 上

⑲ 中学 1 年 男 子 5 0 k g 未 満　 ⑳ 中学 1 年 男 子 5 0 k g 以 上　 ⑳ 中学 2・3 年 男 子 5 5 k g 未 満

⑳ 中 学 2 ・3 年 男 子 5 5 k g 以 上　 ⑳ 高校 1 年 男 子 6 0 k g 未 満　 ㊧ 高 校 1 年 男子 6 0 k g 以 上

⑳ 高校 2 ・3 年 男 子 6 5 k g 未満　 ⑳ 高校 2 ・3 男 子 6 5k g 以 上　 ⑳ 一

⑳ 一般 男子 新 人 戦 （高校 生 以 上 5 級 ま で ）　 ⑳ マ ス ター ズ （4 3 歳 以 上 男 子 ）

⑳ 一　　 子　　　 （　 は全 日本 選 抜 対 象 外 ）

「、′ギ≦三三…大会名 （　　　　 ）順位 （　 位）

萎窒※既 に第 8 回全 日本大会 －組 手の部】出場権獲得済みの選 手は必ず記入 ！
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第29回極其空手道選手権福島県大会　試合規約
（国際空手道連盟ルール）

1．判定墓攣　書判鼻および審議委員は同等の権限をもって競技の審査に当たるが、競技に関する最終決定は全て
書判長の裁可による。試合の規定時間は以下の通りとする。但し、必要と認めた場合は、書判長の裁量により、
改めて時間を設定することもありうる。大会進行は極力、予定スケジュールに沿わせるが、やむを得ない事態が起きた
場合は、書判長・春機委員長・副審議委員長が協鴬の上、書判長が変更を指示することができる。

2．賦合時間　①小学生以下　（予選）　本選1分30秒→延長1分（マスり（決勝戦）本戦1分30秒→延長1分→最終1分（マスり
②一般男子　（予選）　本選2分→延長2分→最終2分　　（準決勝以降）本戦3分→延長2分→緻終2分
②その他　（予選）　本選2分→最終2分　　　　　　（準決勝以降）本戦2分→延長2分→最終2分
※体重判定はありません。最終延長戦で勝敗を決定します。

3．防具 ヘッ ドガー ド 華サ ボ P グ ロ一一フ■ スネ ヒサ▼ 金的 （女子丁〃◆－） 女子 胸ガー ド
■－’仰牒 学生 以下 （〕 （前綱 有） ○ × ○ 小学3年以上○ （⊃ 小学3年以上○

一般 男子 × × × × × ○ ×
マ スタ、一ズ × × （⊃ ○ 任 意 ○ ×

高校 男子 （新 人．戦 ） 月主意 × ○ （⊃ 任 富 0 ×

一般女 子 任 意 × ○ ○ 任 景 ○ （⊃

中学 男子 ○ （前 粛有 ） × ○ ○ 任 濫 ○ ×
中学 女子 （⊃ （前綱有 ） × ○ 0 任 意 0 ○

賛ヘット▼カ’・斗▼は主催 者が用 意。 タ▼甘づ▼はオーアンプルカ’－タイプ’の物 （薦帥 場ヽ 合 のみ主職者 が 用意）

その他の防具は貸し出しは行いませんので各自準儀すること。
※小学生以下げサポーター：小学3年以上は着用義務。女子胸が－ド：小学2年以下蕪止。小学3年以上着用義務。
※高校男子、一般女子はへ，ドが－ド装着任意。装着する場合は前綱無し。
※金的が－ド・アンタ●っ一一ドはス●ホすンの内側に着用すること。
※女子胸が－ドは硬質プラスわタでないもの、また腹敵を養うものは不可。
※女子アンタ◆づ◆－ドは男子のプア「畑，デを利用することもできます。
※Pク◆pっす以外のサホ〇一ダーは白の布製を使用すること。皮革製のすホ●っ－は使用不可。
※女子選手インナーTシ†，の色は白限定とします。
※テインク●類は大会医師の許可を得て行ってください。

4．着衣　　清潔な空手衣を着用し規定のゼッケンを背中中央に粘り付けること。

6．一本靡ち　①反則箇所を除く部分への突き・概り・肘打ち等で剛的に決め、相手漕手を3秒以上ダウンさせるか
相手が泣いたり（小学生以下）戦意を喪失させたとき一本勝ちとする。技あり2本で合わせ一本勝ちとする。

6．技あり　　①反則箇所を除く部分への突き・蹴りなどで瞬間的に決め、そのダメージにより相手の動きが一時的に止まった時、
（小学生以下）　又は大きく崩れた場合、体がくの字になった場合、防戦一方になった場合、足をひきずるような場合。

②ノーガードで相手選手の上段に蹴り技がヒットした場合。
③前蹴り・下段蹴り・足掛け技で相手をきれい転倒させ、瞬時にタイミングよく下段突きを入れた場合。
審判員の判断により、下段突きがなくても技ありとすることもある。
⑥胴回し回転競りをかわし瞬時にタイミングよく下段突きを決めた場合。
⑤全く同じタイミングに両選手の織り技が決まった場合は相打ちとし、両方技ありとしない。

（中学生以上）①反則箇所を除く部分への突き、敵り、肘打ち等を決め、相手選手が一時的にダウンもしくは戦意喪失し3秒以内に
立ち上がった時、または倒れはしないがバランスを大きく崩した時は技ありとする。
一般男子以外の階級はノーガード状態で戴りがクリーンヒットした場合も技ありとする。
中学生以上、上段膝散りを有効とする。（小学生以下禁止）
②前蹴り・下細り・足掛け技などにより相手をきれいに転倒させ瞬時に下段突きを決めた場合、又は胴廻し回刷りをかわ
瞬時に下段突きを決めた場合、技ありとする。

7．判定

8．反則

書判判定基準優先順位
①一本勝ち、失格がない場合は、主書1名、副審4名（2名）のうち3名（2名）以上の書判の判断を有効とする。
②技ありがある場合は、技ありを優先とする。　　　　③技ありがない場合は、タ◆メーシ◆を優先とする。
⑥タ●メーシ◆のない場合は、有効打を含めた手数・足数を優先とする。
（9有効打を含めた手数・足数が同じ場合は、気迫が勝っている方を勝ちとする。
⑥「注意」がある場合は「書判判断基軌　に基づく。
⑦判定が決まらない場合は延長戦を行い、延長戦でも決着しない場合は最終延長戦で勝敗を決定する。

①手、肘による顔面及び首への攻撃。手先がふれても反則とする場合がある。②金的蹴り・頭突き。
③上段膝耽り：ヒットした場合は注意が与えられる（小学生以下）⑥倒れた相手や背後からの攻撃。
⑤故意に場外に出ること。⑥掌底押し、正拳押し、つかみ、投げ、手掛け、クリンチ。
⑦頭や腑をつけての攻撃（小学生以下）⑧技の掛け逃げ。（蹴ってすぐに倒れ相手に攻撃させない）
（診「倒れこむ様な捨て身の耽り（回転胴廻し蹴り等）は、1試合1回までとし（本戦1回、各延長1回）
それ以上繰り返す場合は反則とみなす。
⑳その他、書判が反則とみなした場合。
⑳反則行為には注意が与えられ、注意4回で失格となる。注意は先に反則を仕掛けた方に与えられる。
⑳悪質な反則の場合は、失格もありうる。

9．失格　　①注意を4回受けたとき。②出場時刻に連れたり、出場しないとき。
③試合中、主事が試合終了の合図を行う前までに嘔吐下したとき（小学生以下）
④書判員の指示に従わず、悪質な試合態度とみなされたとき。判定時「雄叫びJ「ガッツポーズ」等
⑤応援態度が悪賞な場合も選手の失格となることがある。
相手選手に対し「効いてる」「倒せJ等の礼節を欠いた応援は禁止です。
⑥当日の計量により、規定の体壬を超えているとき。（空手衣を着用し2kg以上超えた場合失格）
⑦申告体重と計量体重に5kg以上の善がある場合、失格もありえる。
⑧反則により相手が試合続行不能になったとき。

10．その他　判定に対する抗議は一切認めません。



2013／6／30改定
赤字箇所

技有1　技有2（一本）

注意1　減点1（注意2）注意3　　減点2住意4・失格）

0 妻 注 意 1 妻 注 意 2 妻 注意 3 ＞ 注 意 4 注意差 1 の時は最終延長以外判定に影響しない。注意4 になった時点で失格

0　　　 ＞又は ＝　 注 意 2 注意善 2 の時は基本的に負けだが、8 ：2 以上の試合内容で引き分けとする。但し最終延長では負け。

0　　　　　　　　　　　 ＞ 注意 3 注意差 3 の時はどんなに試合内容でリードしていても技有りを取らない限り負けである

0　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞ 注 意 4 注意4 になった時点で失格

注意 1　　 ＞又は ＝ 注 意 3 注意差が2 なので基本的に負けだが、8 ：2 以上の試合内容で引き分けとする。但し最終延長では負け。

注 意 1　　　　　　　　　　 ＞ 注 意 4 注意4 になった時点で失格なので相殺されない

注 意 2　　　　　 ＞ 注 意 4 注意4 になった時点で失格

0 ＜ 技有 ＋注 意 1 妻 技 有 ＋注意 2 妻 技有 ＋注意 3 ＞ 技 有 ＋注 意 4 注意差 1の時は最終延長以外判定に影響しない。注意4 になった時点で失格

0　　　　　　　　　 ＜　 技有 ＋注意 2 注意差 2 でも技有りがあるので勝ちである

0　　　　　　　　　　　　　　　 ＜又は＝ 技 有 ＋注 意 3 技有りにより基本的に勝ちだが、
8 ：2 以上の試合内容で引き分けとする。但し最終延長では勝ち。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞ 技 有 ＋注 意 4 技有りがあっても注意4 になった時点で失格

技 有 ＋注 意 1　　　　　　 ＞又は ＝ 技 有 ＋注 意 3 注意差が2 なので基本的に負けだが、
8 ：2 以上の試合内容で引き分けとする。但し最終延長では負け。

技 有 ＋注 意 1　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞ 技 有 ＋注 意 4 注意4 になった時点で失格

技 有 ＋注 意 2　　　　　　　　　 ＞ 技有 ＋注 意 4 注意 4 になった時点で失格


